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(57)【要約】
　　
【課題】　車椅子の走行性を改善する。
【解決手段】本発明に係る舗装用マット１は、弾性シー
ト材としてのゴムマット２で構成してあり、該ゴムマッ
トの一方の面には滑り止め３を設けてある。ゴムマット
２は、蜂の巣状の連続隔壁４で構成してあり、該連続隔
壁で囲まれた六角形空間を充填孔５としてある。ここで
、充填孔５は、ゴムマット２の一方の面から他方の面に
向けて貫通形成してあり、粒状舗装材としての砂利６が
充填されるようになっている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
砂利、ウッドチップその他の粒状舗装材が充填される充填孔が一方の面から他方の面に向
けて貫通形成された弾性シート材からなるとともに、該弾性シート材の一方の面に滑り止
めを設けたことを特徴とする舗装用マット。
【請求項２】
前記弾性シート材を蜂の巣状の連続隔壁で構成するとともに、該連続隔壁で囲まれた六角
形空間を前記充填孔とした請求項１記載の舗装用マット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として砂利やウッドチップを用いて舗装を行う場合に用いられる舗装用マ
ットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊歩道やアプローチでは、砂利敷、洗出し仕上げ、コンクリート、樹脂、石貼り、イン
ターロッキング、レンガなど、さまざまな種類の舗装が施されており、例えばエントラン
スにつながるアプローチの場合、高級感を演出するために舗装を石貼りとすることが一つ
の選択肢となる。
【０００３】
　その一方で、最近では自然との共生が重視されるようになっており、テクスチャーとし
ては硬いイメージのコンクリートや樹脂に代えて、間伐材を砕いてなるウッドチップや枕
木あるいは板材といった自然豊かな材料が、従前からの砂利や芝生とともに随所に採用さ
れている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－９０００８
【特許文献１】特開昭６２－２０２１０１
【特許文献１】特開昭６１－２７０４０３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ウッドチップや砂利が採用された舗装路を車椅子で走行しようとすると
、その重みで車椅子の車輪がウッドチップや砂利に食い込み、走行が困難になるという問
題を生じていた。
【０００６】
　特に、老人ホーム、保養施設等の園庭の場合には、車椅子の利用頻度が高いため、上述
した問題はさらに深刻となる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述した事情を考慮してなされたもので、車椅子の走行性を改善することが
可能な舗装用マットを提供することを目的とする。
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る舗装用マットは請求項１に記載したように、砂
利、ウッドチップその他の粒状舗装材が充填される充填孔が一方の面から他方の面に向け
て貫通形成された弾性シート材からなるとともに、該弾性シート材の一方の面に滑り止め
を設けたものである。
【０００９】
　また、本発明に係る舗装用マットは、前記弾性シート材を蜂の巣状の連続隔壁で構成す
るとともに、該連続隔壁で囲まれた六角形空間を前記充填孔としたものである。
【００１０】
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　本願発明に係る舗装用マットは、砂利、ウッドチップその他の粒状舗装材が充填される
充填孔が一方の面から他方の面に向けて貫通形成された弾性シート材からなり、舗装の際
は、弾性シート材の他方の面が路盤に当接するように該弾性シート材を路盤上に敷き並べ
るとともに、弾性シート材に形成された充填孔に砂利、ウッドチップその他の粒状舗装材
を充填する。
【００１１】
　このようにすると、車椅子を走行させたとき、その車輪が砂利やウッドチップといった
粒状舗装材に食い込む懸念がなくなるとともに、弾性シート材の一方の面に滑り止めを設
けてあるので、車輪の空転が未然に回避され、かくして砂利やウッドチップといった自然
素材を生かしつつ、車椅子の走行性を高めることが可能となる。
【００１２】
　弾性シート材としては、例えばゴム又はプラスチックで形成されたシート材を選択する
ことができる。
【００１３】
 弾性シート材は、一方の面から他方の面、換言すれば表面から裏面に抜けるように充填
孔が形成されかつその充填孔に粒状舗装材が充填される限り、その構成については任意で
あり、例えば該弾性シート材を蜂の巣状の連続隔壁で構成するとともに、該連続隔壁で囲
まれた六角形空間を充填孔とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る舗装用マットの実施の形態について、添付図面を参照して説明する
。なお、従来技術と実質的に同一の部品等については同一の符号を付してその説明を省略
する。
【００１５】
　図１及び図２は、本実施形態に係る舗装用マットを示した図である。これらの図でわか
るように、本実施形態に係る舗装用マット１は、弾性シート材としてのゴムマット２で構
成してあり、該ゴムマットの一方の面には滑り止め３を設けてある。
【００１６】
　ゴムマット２は、蜂の巣状の連続隔壁４で構成してあり、該連続隔壁で囲まれた六角形
空間を充填孔５としてある。
【００１７】
　ここで、充填孔５は、ゴムマット２の一方の面から他方の面に向けて貫通形成してあり
、粒状舗装材としての砂利６が充填されるようになっている。
【００１８】
　舗装用マット１は、全体の大きさを例えば９０ｃｍ×９０ｃｍとするとともに、厚さを
１５～２０ｍｍとするのがよい。また、連続隔壁４は、壁厚が例えば２５～３０ｍｍ、六
角形空間である充填孔５の最大内寸が１００ｍｍとなるように構成するのがよい。
【００１９】
　なお、かかる場合、砂利の最大寸法は例えば１０～１５ｍｍと定めることができる。
【００２０】
　連続隔壁４にはピン孔７を適宜形成してあり、該ピン孔にピン８を挿通して路盤（図示
せず）に打ち込むことにより、舗装用マット１のずれを防止できるようになっている。ピ
ン８は、路盤への固定度を考慮して、例えばその長さを１００～１５０ｍｍ程度にするの
がよい。
【００２１】
　舗装用マット１を用いて舗装を行うには、まず、必要に応じて路床の不陸整正を行った
後、図３(a)に示すように路床３１の上に路盤材３２を敷き均し、次いで、該路盤材を振
動ローラで締め固めて路盤３３を形成する。路盤材３２は、例えば砕石を使用すればよい
。
【００２２】
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　次に、舗装用マット１を、ゴムマット２の他方の面が路盤３３に当接されるように該路
盤の上に敷き並べる。
【００２３】
　次に、図３(b)に示すように、ゴムマット２に形成された充填孔５に砂利６を充填する
。
【００２４】
　最後に、ピン孔７にピン８を挿通して路盤３３に打ち込む。
【００２５】
　このようにすると、舗装用マット１の上を車椅子や自転車が走行する際、車輪が砂利６
の上に位置するときには、車椅子や自転車の荷重が砂利６を介して路盤３３に伝達するが
、砂利６は、その周囲を連続隔壁４の内側壁面で拘束されているため、車椅子や自転車の
荷重で周囲に拡がる懸念がなくなる。
【００２６】
　そのため、車椅子や自転車の車輪が砂利６に食い込む懸念がなくなる。
【００２７】
　一方、車輪が連続隔壁４の上に位置するときには、滑り止め３の作用によって車輪の空
転が防止される。
【００２８】
　以上説明したように、本実施形態に係る舗装用マット１によれば、蜂の巣状の連続隔壁
４でゴムマット２を構成するとともに、該連続隔壁で囲まれた六角形空間である充填孔５
に砂利６を充填するようにしたので、車椅子や自転車を走行させたとき、その車輪が砂利
に食い込む懸念がなくなるとともに、ゴムマット２の一方の面に滑り止め３を設けてある
ので、車輪の空転が未然に回避され、かくして自然素材としての砂利を生かしつつ、車椅
子や自転車の走行性を高めることが可能となる。
【００２９】
　本実施形態では、ゴムマット２で舗装用マットを構成したが、本発明に係る舗装用マッ
トは、弾性シート材であれば足りるのであって、材質としてゴムに限定されるものではな
く、例えばプラスチックで舗装用マットを構成してもかまわない。
【００３０】
　また、本実施形態では、蜂の巣状の連続隔壁４でゴムマット２を構成するとともに該連
続隔壁で囲まれた六角形空間を充填孔としたが、本発明に係る充填孔は、砂利、ウッドチ
ップその他の粒状舗装材が充填される限り、いかなる構成でもよく、六角形空間に代えて
、多角形空間、例えば正方形状の充填孔としてもかまわない。なお、かかる構成において
は、連続隔壁は、格子状の連続隔壁となる。さらに、本発明に係る充填孔は、必ずしも連
続隔壁で囲まれた形態をとる必要はなく、弾性シート材に複数の円形孔を貫通形成してな
る形態など、その構成は任意である。
【００３１】
　また、本実施形態では、粒状舗装材として砂利を採用したが、これに代えて、間伐材を
砕いてなるウッドチップを採用してもよい。かかる構成においても、自然との共生に重視
しつつ車椅子の走行性を改善することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】舗装用マット１の全体平面図。
【図２】同じく舗装用マット１の図であり、(a)は詳細平面図、(b)はＡ－Ａ線方向に沿っ
た断面図。
【図３】舗装用マット１の敷設手順を示した図。
【符号の説明】
【００３３】
１　　　　　　　　　　　　　　舗装用マット
２　　　　　　　　　　　　　　ゴムマット（弾性シート材）
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３　　　　　　　　　　　　　　滑り止め
４　　　　　　　　　　　　　　連続隔壁
５                            充填孔
６　　　　　　　　　　　　　　砂利（粒状舗装材）

【図１】 【図２】



(6) JP 2010-53576 A 2010.3.11

【図３】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

